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お詫びして下記のとおり訂正させていただきます。	
 

	
 

ⅷページ 21 行目	
 

『前田雅英『刑法総論講義〔第 7 版〕』（東京大学出版、2019 年）→前田雅英『刑法総論講

義〔第 7 版〕』（東京大学出版会、2019 年）	
 

	
 

ⅷページ 30 行目	
 

法学論叢（京都大学法部）→法学論叢（京都大学法学部）	
 

	
 

４ページ注 5	
 

最判平 8･11･18 刑集 50 巻 10 号 745 頁→最判平成 8･11･18 刑集 50 巻 10 号 745 頁	
 

	
 

６ページ注 7	
 

論究ジュリスト 23（2017 年）110 頁→論究ジュリスト 23 号（2017 年）110 頁	
 

	
 

８ページ注 12	
 

大判大 6･4･19 刑録 23 集 8 巻 401 頁→大判大正 6･4･19 刑録 23 集 8 巻 401 頁	
 

	
 

15 ページ注 30	
 

東京地判昭 58･10･12 判時 1103 号 3 頁→東京地判昭和 58･10･12 判時 1103 号 3 頁	
 

	
 

15 ページ注 31	
 

大判昭 9･11･20 刑集 13 巻 1514 頁→大判昭和 9･11･20 刑集 13 巻 1514 頁	
 

	
 

16 ページ注 33	
 

最決平 29･6･7→最決平成 29･6･7	
 

高松高判平 29･2･7→高松高判平成 29･2･7	
 

	
 

22 ページ注 14。	
 

対処→対象	
 

	
 

31 ページ下から 9 行目以下。	
 

彼は故意の暴行ないし傷害の故意→彼には暴行ないし傷害の故意	
 



43 ページ注 16。	
 

曽根武彦→曽根威彦	
 

	
 

81 ページ下から 5 行目。	
 

突飛ばせば→突き飛ばせば	
 

	
 

109 ページ本文下から 3 行目。	
 

確定的故意→確定的認識	
 

	
 

112 ページ 7 行目。	
 

結着→決着	
 

	
 

163 ページ 16 行目。	
 

手段の不能→方法の不能	
 

	
 

174 ページ注 1	
 

共犯行為→行為	
 

	
 

177 ページ 9 行目。	
 

すべからく→すべて	
 

	
 

179 ページ注 10	
 

最判平成 21･10･19 裁集刑 297 号 489 頁→最判平成 21･10･19 集刑 297 号 489 頁	
 

	
 

184 ページ 3 行目。	
 

2 項強盗殺時未遂→2 項強盗殺人未遂	
 

	
 

199 ページ注 5。	
 

不可欠従犯→不可欠幇助	
 

	
 

204 ページ 1 行目。	
 

フライス刑法→フランス刑法	
 

	
 

205 ページ注 14。	
 

唆かした→唆し」	
 

	
 



213 ページ 9 行目以下。	
 

嘱託殺人の嘱託者……は、犯人蔵匿・証拠隠滅罪の教唆犯となる」→嘱託殺人の嘱託者…

…は、嘱託殺人罪や犯人蔵匿・証拠隠滅罪の教唆犯となる。	
 

	
 

214 ページ本文下から 4 行目。	
 

司法作用の罪→司法作用に対する罪	
 

	
 

221 ページ 11 行目。	
 

不同意堕胎行為→同意堕胎行為	
 

不同意堕胎罪」→同意堕胎罪	
 

	
 

222 ページ 3～4 行目。	
 

身分のない者でも処罰される不同意堕胎行為に関わった非身分者の方が、身分のない者は

処罰されない収賄罪に関わった非身分者よ	
 

→「業務上堕胎行為に関わった非身分者の方が、もともと身分のない者でも同意堕胎罪で

処罰されるのに、もともと身分のない者は処罰されない収賄罪に関わった非身分者より	
 

	
 

229 ページ注 28	
 

東高時報 60 巻 1～2 号 35 頁→東高刑時報 60 巻 1～2 号 35 頁	
 

	
 

230 ページ注 32	
 

犯行を抑圧した→反抗を抑圧した	
 

	
 

231 ページ 3 行目	
 

懸念されることろである。→懸念されるところである。	
 

	
 

259 ページ下から 8 行目。	
 

受験者→受刑者	
 

	
 

259 ページ注 24	
 

『日高義博先生古稀祝賀論文集	
 下巻』→『日髙義博先生古稀祝賀論文集	
 下巻』	
 

	
 

260 ページ注 27	
 

―石川正興先生古希祝賀論文集――』→―石川正興先生古稀祝賀論文集――』	
 

	
 


